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論文内容の要旨  
Ⅰ．はじめに  
 急速な少子高齢化の中、訪問看護師のマンパワー不足と質の確保が喫緊の課題
である。訪問看護師の育成には、新卒看護師とともに病棟経験のある看護師への
アプローチも必要である。本研究では、病棟勤務経験を持つ看護師がどのように
して訪問看護師としての看護実践力を獲得するのか、その過程を明らかにし記述
することとした。  
Ⅱ．研究方法  
 本研究の研究協力者は、病棟勤務経験を持ち訪問看護ステーションに勤務して
いる看護師 20 名程度とした。質的記述研究デザインでインタビューガイドに基
づき、研究協力者の属性、訪問看護師として勤務したきっかけ、訪問看護実践時
の具体的な出来事や気持ちなどの語りを得た。修正版グランデッドセオリーアプ
ローチ（以下、MGTA）に準じて、看護実践力を獲得する過程の抽象概念化を行
った。次に、訪問看護師の看護実践力を獲得する過程における心理と対処行動に
焦点化した分析も行った。研究の妥当性確保のため、質的研究者や心理学研究者
からのスーパーバイズを受けた。東京女子医科大学倫理委員会より承認され実施
した（承認番号： 3566-R2）。  
Ⅲ．結果  
 研究協力者は、1 都 3 県の訪問看護ステーション 12 施設に勤務する訪問看護師
20 名。病棟勤務経験年数平均 10.4 年、訪問看護師経験年数平均 11.5 年であった。  
分析の結果、病棟勤務経験を持つ訪問看護師が看護実践力を獲得できるように
なる過程の基軸は、『病院と比較した戸惑い』『 1 人で判断する怖さ』を起点とし
ていた。起点より『「病気」から「人」「生活」を看る』『療養者と家族の意向を優
先する』『多職種を理解し同じ方向で支援』『療養者・家族の意思を見極め尊重す
る』と続き、『療養者・家族の持てる力を支え続ける』となっていた。実践力獲得
過程の看護師の心理と対処行動の特徴としては、勤務当初は馴染めなさや戸惑い
を「認知」しマイナスの「感情」を持っても、積極的に「対処・サポート」を受
けて、自分なりに考えて対応できること、うまくいかない「認知」やマイナスの
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「感情」があっても後で「振り返り」を行い、次の「課題」を見出せていること、
他職種に対し相手の立場になって理解しようとする姿勢や工夫ができること、で
きないことは仕方ないと覚悟し、積極的な諦めができること等が明らかになった。 
Ⅳ．考察  
 病棟勤務経験はあっても、看護師は新しい領域で戸惑いや判断の怖さを感じ、
訪問看護師としての実践力獲得に向けて上司や先輩看護師からサポートを受けて
いた。上司や先輩などが初期の適応を支援してくれるのは心強い。しかし保護し
すぎるのではなく、同行訪問から独り立ちをさせて未知の世界を本人なりに探索
させる自由も必要である。既存研究では、訪問看護は同行訪問を行い、上司や先
輩からの感情面のサポートが重要であるという側面は明示されていたが、本研究
では訪問看護で新しい出来事を経験し、対応場面のヴァリエーションを増やしな
がら、成長的サポートを受けることによって課題を自ら積極的に見出だせること
が明らかになった。今後の訪問看護師の育成に還元していきたい。  
 
論文審査結果の要旨  
 
本論文は、超高齢化時代において訪問看護師不足や質確保が課題となり、病棟
勤務経験を持つ看護師の増加が見込まれる社会情勢において、その実践力獲得過
程を質的研究で丹念に明らかにした新規性のある研究である。  
特に、MGTA に準じた分析方法で、病棟勤務経験持つ訪問看護師は、病院と異
なる家庭での生活者に視点をシフトし、かつ医師の包括的指示の下、一人で判断
を下す葛藤を続けながら看護実践力を獲得する過程が見出せた。さらに、訪問看
護師の心理と対処行動に着目し、実践力を獲得するためには、判断などで戸惑う
際、上司や先輩看護師から適切な情緒的支援を得られることが重要であることを
見出した。そして、訪問看護師が在宅ケアで新たな出来事を経験し、乗り越える
ときには、周囲からの成長的支援を受けることが自らの課題を積極的に解決する
糸口になることも明示された。  
今後、病棟から地域に看護師が異動する際の支援を、多職種で支えるシステム
づくりの必要性も示唆され、超高齢化時代としては看護上の意義があり、実践に
還元できる研究論文である。  
  以上、本学位申請論文審査の結果、合格とする。  
